
一般会計補正予算可決
総 額 6 9 3 6 万 円 を 増 額

　
平
成
25
年
11
月
臨
時
会
は
11
月
27
日
に
、
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か

ら
11
日
ま
で
開
か
れ
、
条
例
改
正
７
件
や
補
正
予
算
６
件
、
意
見
書
１
件
の

計
14
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
審
議
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
な
お
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　
質
　
疑

幼
稚
園
運
営
用
備
品
整
備

事
業

問
　
入
園
者
数
に
対
し
ク
ラ

ス
数
が
足
り
て
い
な
い
が
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
　
播
磨
幼
稚
園
で
は
遊
戯

室
を
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
区

切
り
、
部
屋
数
を
増
や
す
。

宮
部
文
庫
設
置
事
業

問
　
寄
付
金
５
０
０
万
円
の

う
ち
、
計
３
０
０
万
円
を
書

架
の
設
置
と
書
籍
の
購
入
に

充
て
る
が
残
額
は
。

答
　
残
り
の
２
０
０
万
円
は
、

10
年
間
に
わ
た
り
書
籍
の
購

入
に
充
て
る
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総

務
費
で
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
制
度
の
平
成
27
年
度
開
始

に
伴
う
保
育
の
支
給
認
定
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
導
入
費
や
、

町
税
過
誤
納
金
還
付
な
ど
で

３
６
７
４
万
円
増
額
し
ま
し

た
。

　
民
生
費
で
は
、
小
規
模
通

所
訓
練
所
が
新
規
に
開
設
さ

れ
た
た
め
の
運
営
補
助
費
用

や
補
装
具
等
高
額
の
申
請
に

対
応
。
ま
た
、
向
ケ
池
公
園

内
に
あ
る
「
平
和
の
礎
」
の

建
立
経
緯
を
紹
介
す
る
案
内

板
設
置
費
用
や
障
が
い
認
定

審
査
に
係
る
医
師
意
見
書
作

成
手
数
料
申
請
増
な
ど
で
３

３
６
５
万
４
千
円
増
額
し
ま

し
た
。

　
消
防
費
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
補
助
や
津
波
避
難
ビ
ル
標

識
の
設
置
、
老
朽
化
し
た
兵

庫
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

更
新
な
ど
９
３
５
万
９
千
円

増
額
し
ま
し
た
。

　
教
育
費
で
は
、
平
成
26
年

度
幼
稚
園
入
園
予
定
者
の
大

幅
な
増
加
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
備
品
費
用
や
、
故

宮
部
一
夫
氏
の
寄
附
金
か
ら

「
家
族
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
宮
部
文
庫
」
と
し

て
町
立
図
書
館
に
書
籍
と
書

架
を
整
備
す
る
費
用
な
ど
５

３
５
万
１
千
円
増
額
し
ま
し

た
。

　
歳
入
で
は
、
国
庫
・
県
支

出
金
と
し
て
、
地
域
支
援
活

動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
補
助
や

身
体
障
が
い
者
（
児
）
補
装

具
費
の
増
額
、
電
子
自
治
体

推
進
事
業
等
に
３
４
５
９
万

２
千
円
、
町
債
８
５
０
万
円
、

寄
附
金
13
万
円
、
基
金
繰
入

金
２
６
１
３
万
６
千
円
で
す
。

▲兵庫県衛星通信ネットワークを受信する
　アンテナ（庁舎屋上）

　
職
員
の
持
ち
家
に
か
か
る

住
居
手
当
に
つ
い
て
、
国
や

県
は
す
で
に
廃
止
し
て
お
り
、

近
隣
市
の
引
き
下
げ
や
廃
止

予
定
な
ど
の
状
況
も
勘
案
し
、

本
町
に
お
い
て
も
平
成
26
年

１
月
か
ら
、
月
額
３
５
０
０

円
を
１
６
０
０
円
に
引
き
下

げ
る
も
の
で
、
本
条
例
の
改

正
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
質
　
疑

問
　
全
国
で
40
％
が
応
じ
て

い
な
い
と
聞
く
が
、
県
内
の

自
治
体
の
対
応
は
。
応
じ
な

い
場
合
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は

あ
る
の
か
。

答
　
近
隣
の
加
古
川
市
や
高

砂
市
、
明
石
市
は
引
き
下
げ

て
い
る
が
、
他
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

国
か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
通

知
は
受
け
て
い
な
い
。

問
　
引
き
下
げ
に
よ
る
財
源

で
、
町
内
に
持
ち
家
を
希
望

す
る
職
員
に
補
助
を
す
る
な

ど
の
考
え
は
。

答
　
防
災
面
で
町
内
に
居
住

す
る
職
員
が
多
け
れ
ば
助
か

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
手

当
の
上
乗
せ
を
し
て
い
る
市

町
も
あ
る
が
、
今
回
は
議
論

し
て
い
な
い
。

　
町
と
し
て
独
自
性
を
持
つ

べ
き
で
、
手
当
の
引
き
下
げ

で
な
く
所
得
を
増
や
す
こ
と

が
、
経
済
を
立
て
直
す
こ
と

に
つ
な
が
る
。

職
員
の
住
居
手
当
を
１
６
０
０
円
に
減
額

条例

一般会計補正予算
■増額の主なもの
電子自治体推進事業　　　　　　　　　　　　１２１８万円
町税過誤納金還付事業　　　　　　　　　　　２３２３万円
障害者更生援護事業　　　　　　　　　　　　　２１７万円
障害福祉サービス事業　　　　　　　　　　　２６０３万円
介護保険事業特別会計繰出事業　　　　　　　　１４７万円
衛星通信ネットワーク設備更新事業　　　　　　８５６万円
幼稚園運営用備品整備事業　　　　　　　　　　２３５万円
宮部文庫設置事業　　　　　　　　　　　　　　３００万円

下水道特別会計繰出事業　　　　　　　　　　▲５９０万円
一般会計借入金利子償還事業　　　　　　　▲１０５１万円
※表中の金額は千円以下は切り捨て

■減額の主なもの

12 月
定例会

寄
附
金
５
０
０
万
円
で

　
　
　
　
　
宮
部
文
庫
設
置

反
対
討
論

　
消
費
税
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
平
成
26
年
４
月
か
ら

消
費
税
率
が
地
方
消
費
税
と

合
わ
せ
て
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
料

金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
に

か
か
る
消
費
税
率
を
８
％
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
、
２
条

例
の
改
正
を
そ
れ
ぞ
れ
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
質
　
疑

問
　
全
部
の
世
帯
が
何
の
考

慮
も
な
く
５
％
か
ら
８
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
対

し
て
、
グ
ル
ー
プ
内
で
議
論

は
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
水
道
で
は
、
引
き
上
げ

に
よ
る
影
響
額
は
約
１
５
０

０
万
円
。
仮
に
５
％
で
維
持

す
れ
ば
事
業
経
営
に
大
き
な

負
担
と
な
り
、
将
来
的
に
料

金
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
。

問
　
水
は
生
活
必
需
品
、
軽

減
税
率
の
適
用
な
ど
国
な
ど

に
要
望
す
る
考
え
は
。

答
　
今
後
そ
う
い
う
機
会
が

あ
る
度
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
消
費
税
増
税
は
、
若
い
世

代
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が

重
く
、
年
金
の
削
減
や
社
会

保
障
の
改
悪
で
暮
ら
し
に
大

打
撃
を
も
た
ら
す
。

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

　
　
　
　
　
　
　
消
費
税
を
８
％
に
変
更

条例

　
仮
設
ト
イ
レ
の
し
尿
汲
み

取
り
手
数
料
は
、
一
般
家
庭

の
従
量
制
世
帯
と
同
様
に
10

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
22
円
と
し

て
い
る
が
、
近
隣
市
町
と
比

べ
手
数
料
に
大
き
な
隔
た
り

が
あ
る
た
め
１
基
１
回
５
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
、
本

条
例
の
改
正
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

仮
設
ト
イ
レ
の

し
尿
汲
み
取
り
料
を
改
定

条例

反
対
討
論

平成25年度

▲宮部文庫が設置される図書館内
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